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会長挨拶：星野 義男会長 

皆さん、こんにちは。 

早いもので、いよいよ来週からは１１月です。今年

の暮れももう間近となって参りました。 

暮れ、新年となりますと、それにともない様々な産

業にそれぞれの特需があるかと思います。 

私は印刷屋を営んでおりますが、印刷屋には暮れの広告・新年

のチラシ・年賀状印刷のシーズンが参ります。近年は年賀状離

れや各家庭で簡卖にプリント出来たりと、印刷屋にとっては

年々減少傾向の状態です。またちょっと景気が悪いのでチラシ

も少なくなって来ています。 

 それでも、たくさんの季節アルバイトさんに頑張ってもらい、

年賀状印刷駆け込みピークの夜の作業では社員も総出で11時こ

ろまで頑張ります。それも年中行事のようになってきました。 

私どもは年賀状印刷で年末の大きい仕事がいただけますが、ケ

ーキ屋さんはクリスマスのケーキ、お料理屋さんやホテルでは

おせち料理に追われます。ロイヤルさんやおゝ乃さんも大繁盛

されることと思います。多種多様な職業分類をもつロータリー

ですから、皆さんにそれぞれに違った時季違った要因での特需

ある事と思います。 

今タイのバンコクでは浸水被害に見舞われ、ニュースとなって

おります。日本の震災にも世界中からたくさんの支援を頂いて

いるわけですから、もちろん対岸の火事とは言っていられませ

ん。また、日本企業の現地工場も大変な被害を受けているわけ

ですから、それに伴い思わぬ特需を受けている方、逆に縮小生

産を強いられている方も少なくないと思います。 

この様々な状況の中、思わぬところにチャンスが転がっており、

そのチャンスを逃すことなく、皆さんが年末に儲かるお仕事が

ある事を願っています。 

個人的には、私は年末ジャンボ宝くじを３万円位買いますが、

運が悪くほとんど当たったことがありません。是非皆さんで幸

運を当て、三条北クラブを盛り上げてもらいたいと思います。 

以上で挨拶を終わります。ありがとうございました。 

幹事報告：石川一昭幹事         

・石本隆太郎ガバナーより  

２０１３-１４年度地区ｶﾞﾊﾞﾅｰﾉﾐﾆｰ決定のおしらせ 

    山﨑堅輔氏（やまざきけんすけ） 中条ＲＣ   

・市特別支援教育研究協議会より 

 市内特別支援学級児童生徒「ｳｨﾝﾀｰﾌｪｽﾃﾊﾞﾙのご案内」 

  日時 平成２３年１２月２日（金）9：30～11：30 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長：カルヤン・バネルジー 

（インド・グジャラート） 

地区ガバナー：石本隆太郎 （新潟ＲＣ） 

 

三条北ＲＣ 会長：星野 義男 

三条北ＲＣ 幹事：石川 一昭               

三条北ＲＣ ＳＡＡ：丸山  勝           

■出席状況 

・本日の出席：６８名中３７名 

・先々週の出席率：６８名中５３名 

７７．９４％ （前年同期７０．０％） 

  

 

■本日の行事：「ライラ研修報告会」 
          

■本日のゲスト：ライラ研修生 

 （株）外山製作所 鈴木 哲君 

          早川 彰君 

          渡辺 武君 

■本日のオブザーバー： 

 （有）エムズグラフィック 

代表取締役 目黒由賀利様 
 
■先週のメークアップ：（敬称略） 

 １０月１９日三条ＲＣへ 山崎 勲 

        青柳康博、高橋彰雄 

    ２０日地区Ｒ財団委員会 

             中條耕二 

    ２０日加茂ＲＣへ 今井克義  

    ２２日野球部試合 斎藤 正  

        岡田大介、石川一昭  

        駒形  実、西村 護 

        小林繁男、高橋研一 

        佐藤秀一、丸山 勝 

        吉田文彦、石黒隆夫 

        大橋政雄、阿部勝子 

        米山キクエ 

    ２４日三条南ＲＣへ 星野義男 

 

 

     

 

例会日：火曜日 12:30 ～ 13:30 

例会場：三条ロイヤルホテル TEL 34-8111 FAX 34-8114 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内  

TEL 0256-35-7160 FAX 0256-35-7488 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org 

発行：三条北ロータリークラブ 会報委員会 
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  会場 三条市総合福祉センター 多目的ホール        

委員会報告：社会奉仕委員会 

社会奉仕事業「石川勝美氏講演会」のお手伝いをお願いします。終了後反省慰労会

を餞心亭 おゝ乃で行いますのでそちらも出席ください。出席表を回しますのでご

記入ください。出席確認後、役割分担を決めますのでよろしくお願いします。 

 

■ロータリー財団ＢＯＸ：２５日現在累計１０５,０００円 
 

■米山奨学ＢＯＸ：２５現在累計１３５,０００円 
岡田 大介君 外山製作所の鈴木さん、早川さん、渡辺さん、ライラお疲れ様でした。卓話よろし

くお願いします。 

渋谷 義徳君 1 口ですみません。ニコニコＢＯＸとダブルの協力になりました。 

坂内 康男君 テーブルマナー。ＢＯＸ協力 

今井 克義君 雨です。ＢＯＸに協力 

石川 一昭君 ＢＯＸに協力 

青木 省一君  〃 

米山 忠俊君 予告します。来週１１月３日（文化の日）ゴルフ同好会の納会コンペで運良く会長

賞を頂いたら全額ＢＯＸに寄付します。請うご期待です。 

 

■ニコニコＢＯＸ：２５日現在累計３５２,０００円 
星野 義男君 ライラ研修の皆様ご苦労様でした。目黒様ようこそ、お待ち申しておりました。 

是非ご入会を!! 

外山 裕一君 うちの社員３人でライラに行ってきました。今日はよろしくお願いします。 

岡田 大介君 野球部は対抗戦 17対 11 で勝利いたしました。応援に来てくださった大橋さん、米

山さん、阿部さん、差し入れの大判焼きありがとうございました。 

渋谷 義徳君 1 口ですいません。米山奨学とダブっていますので・・・。出費が予想外でした。 

今井 克義君 雨です。ＢＯＸに協力。 

坂内 康男君 ＢＯＸに協力。 

岡田  健君 石川遼君の父君の講演会も近くなりました。皆さんのご協力お願い

します。 

＊９月のコメント賞は米山 忠俊会員です。 
 

本日の行事：「ライラ研修報告会」 
新世代奉仕及びライラ 岡田大介委員長 

１０月１日・２日グリーンピア津单でライラ研修会が行われました。 

外山製作所の３名の方から参加して頂きました。ロータリアンは外山さんと神田さん

が参加予定でしたが、神田さんの都合が悪くなり外山製作所さんだけでの参加となり

ました。 

当日は天候もあまりよくなかった様ですが、報告をお聞き頂きたいと思います。 

 

研修生：鈴木 哲君 

ライラ研修の始まりは、開講式で高橋委員長の雨が降っているにもかかわらず「今

日は稲刈りをする」という、嘘だと思いたい言葉から始まりました。 

その後、農政ジャーナリストの佐藤準二さんの“日本の食と農を考える”という

講演のあと、コンビニののり弁を食べ、着替え、自己紹介を終え稲刈りを始める

頃にはあれだけ降っていた雨がパタリと止んでしまい、高橋委員長の願い通り稲

刈りをすることになってしまいました。 

小学生以来の稲刈りだったのでこれはこれで良かったのかなと思いました。その

後ホテルへ戻り風呂の後、念願の夕食です。 

夕食では酒は飲み放題でグループのメンバーと大いに酔っ払い、他のグループにいる会社の同僚も
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巻き込み盛り上がりました。その後グループのリーダーでただ一人の女性ミッチーによる恋愛教室

で 1 日目が終わりました。 

２日目は早朝の散歩、朝食後座禅をするお寺へ移動。座禅は初めてで片足しか組めなかったのに、

なぜか両足とも痺れてしまい、住職の話よりも痺れに耐える事で精一杯でした。 

ホテルに戻りグループデスカッション。昨日と同じコンビニののり弁の昼食を挟み発表準備。 

私のグループにはムードメーカーというか、チャラ男的な人が居なかったせいか、普通な感じの発

表でした。他グループの発表は聞いていて面白かったのです。 

発表後、投票で順位を決めましたが、３位になったのでたぶん他の人は聞いて良かったのかと思い

ました。賞品は図書カード 500 円を頂きました。 

今回この研修に参加できてよかったと思いました。 

 

研修生：早川 彰君 

「土と親しむ」がテーマの研修を通して普段経験することのない、稲刈りを行い、

グループの皆さんと共に稲を「刈る」「束ねる」「はざかけ」の役割を分担し、最後

にはまだ終わっていないグループの場所を全員で協力して稲刈りを終えた事がとて

も印象に残っています。 

翌日の「座禅」も初めての体験で緊張しましたが、静かな場所で神経を集中させた

事で何か肩の荷が取れた様に感じました。 

オリエンティーションはメンバーとひとつのテーマを決めてそれについて意見を出し合い、すばら

しい発表が出来てチームワークの重要性について深く考えさせられました。 

初めての研修でしたが、初対面の人たちと共に最後まで協力してとても良い経験になりました。 

今後生活するにあたりこの研修で学んだチームワークの大切さを意識しながら職に励んで行きた

いと思います。 

 

研修生：渡辺 武君 

「土と親しむ」というテーマのもと、第１１回ライラ研修がニュー・グリーンピア

津单で行われました。私は初めてライラ研修に参加させて頂いたのですがあっとい

う間の２日間でした。 

１日目の午前中は、農政ジャーナリストの佐藤準二さんを講師に「日本の食と農を

考える」という演題の基調講話でした。勉強になるお話を沢山していただき、日本

の食の危うさ、これからの食の安定について色々と考えさせられました。しかし私

は椅子に座って話を聞くより体を動かした方が性に合うので、稲刈り体験が楽しみ

でした。農家の血が騒ぎます。雨でぬかるんだ田んぼの中、稲刈りとはざかけは大変でした。しか

しグループメンバーで協力し、全て刈り終えた時の達成感。これは最高でした。ホテルへの帰り道

にメンバー全員で口を揃えて『ビール飲みたい』と言っていた時は、息ピッタリのいいグループだ

なと思いました。 

 そして待ちに待った夕食会。おいしい料理とお酒を楽しみながらメンバーと色々な話をしまし

た。学生の頃に戻ったようなとても有意義な時間でした。 

若干二日酔いの次の日は、座禅体験、グループディスカッションと、そのプレゼンテーションが行

われました。 

 座禅では意識を集中させるどころか、足の痺れと戦うことで精一杯でした。幸い、見回りされて

いる住職の方に肩を叩かれる事はなかったです。 

グループディスカッションでは「次世代の為に出来る自然・環境保護」というテーマに沿い意見

を出し合うものでした。私のグループでは、ありふれたプレゼンでは面白くない、折角だから夢み

たいな未来の話をプレゼンしょう！となり、皆で夢のような発明をたくさんしました。 

 全体を振り返ってみて、密度の濃いすばらしい時間を過ごすことが出来ました。 

この研修に参加しなければ体験することの出来ない事ばかりでしたし、参加しなければ出会うこと

のなかった人とも出会えました。この体験と出会い全てに感謝すると共に、これをただの思い出に

することなくこれからを過ごしていければなと思います。 

最後になりますが、このような研修に参加する機会を与えてくださったロータリークラブの皆様

に心からお礼申し上げたいと思います。 

ありがとうございました。 
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外山 裕一会員（ライラ委員の代わりに引率して頂きました。ありがとうございました。） 

このたびは、うちの社員３人「ライラ研修」に参加させて頂きました。 

私は昨年、副委員長として米山キクエ委員長と参加させていただきました。 

当社の新入社員として昨年、鈴木君と早川君が今年渡辺君が入社しました。３人と

も新卒で採用しました。 

昨年、敬和学園でライラ研修がありましたが、若いまじめな青年達が参加されてい

て、これはいいなと思って帰ってきました。 

今年、岡田委員長からお話を頂き、是非うちの社員を参加させて頂きたいお願いしました。 

チームワークの中で他人の意見を取り入れて、自分の意見を出して、最後は発表するということは、

これから社会で仕事をする上で一方通行の行動ではなく自分の意見も取り入れて貰って行動でき

たら、彼らにもプラスになることがあると思います。又当社の仕事の上でも役立つと思っています。 

今回、うちの社員を参加させて頂いたことは皆さんに感謝しています。ありがとうございました。 

 
 

野球の監督として 斎藤 正会員 

我がクラブの「ライラ研修会」というべき野球同好会（野球部）の話を申し上げたい

と思います。 

先ほど石川幹事から、２２日の東クラブとの対戦についてコメントがありましたが、

野球同好会は今年の春、誕生しました。栄球場で何回か練習し、腕試しをしたいとい

うことで最初の試合は見附の還暦の会のクラブと試合しました。前情報ではかなりの

強豪チームで県内での還暦の試合があり、常に出場し新潟県代表にもなるほどの实力ですとのこと

でした。試合当日、相手チームのグランドでのキャッチボールを見ました。大体キャッチボールを

見ると实力が分かります。見たとたん「よくもこんな強いチームに試合を申し込んだな」とあきれ

かえって居ました処に三条高校の野球部の後輩が挨拶に来ました。高校での野球経験のある方が

５・６名は居る。と聞いていたところに監督から「３０名を超える大所帯で１軍と２軍があるので

２試合お願いしたい」と言われ、私は「正直に申し上げますが、とても試合が出来る状態ではあり

ません。大変申し訳ありませんが３回くらいでご勘弁願いたい」言って始めました。 

守備についたら、相手の攻撃が終わらず、１７・８点の得点をとられ漸く１回の表が終わり、１回

裏の我がチームの攻撃になりましたら、あっという間に終わりました。相手の攻撃は打者一巡して

も終わらないので監督が２軍の選手を出してきます。 

２試合どころではなく３回でご勘弁願って這々の体で逃げてきました。終わった後の合同懇親会は、

一杯飲む事については我が北クラブの同好会が勝った様です。 

その後、東ＲＣとの試合は大差で勝ったのですが、この２２日の試合は東クラブからのリベンジを

受けて行いました。 

間違いなく、最初の頃より上達しました。練習の賜だと思って見ていました。１７―１１で勝利し

ました。３回戦で終了しました。出来れば５回までやってみたいと思ったのですが、三条野球連盟

の方に審判を頼んだのですが一生懸命にジャッジの判定をしてくださるので大変気の毒なんです。
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内容を見たらとても審判をする様な試合ではないのではないかと思います。 

収穫が一つありました。石黒さん、金子さんという若い方が同好会に入ってくれました。勢いが違

います。打球の速さが違います。この二人の打棒が炸裂し力を発揮して大差のスコアにつながりま

した。 

県内５７ＲＣにも、野球同好会があるＲＣが結構あります。いずれも平均年齢は我が同好会よりも

若いはずです。かなりの点差をつけられて負けるはずですが、どれだけ肉薄することが出来るか来

年はさらに研鑽を積んで対戦してみたいと思っています。 

出来ればロータリーの甲子園大会にも出場出来るように頑張って行きたいと考えています。来月納

会をやりますが同好会の門戸はいつも開いています。「強くなるために腕を貸してやろう」という

方は是非入会して頂きたいと思っています。 

野球だけでなく、終わると一杯飲む会も毎回やっていますそちらも含めて宜しくお願いいたします。 

（突然のＳＡＡの指名にも快くお話頂ました。さすがロータリアン） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２２日（土）14：00～ 

栄球場にて 

三条東ＲＣと対戦 

１７:１１ 三条北ＲＣ野球部の勝利 

 

おめでとうございました！ 
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誕生日              結婚記念日 

会  員        ご夫人   

 小畠 茂男  １    佐藤 由美  １   柄沢 憲司・佑子   ３ 

 阿部 勝子  ９    丸山 淑子  ８   小林 幹扶・明美   ３ 

小林 幹扶 １０    佐藤ミチ子  ９   金子太一郎・節子   ３ 

 石黒 隆夫 １３    落合千鶴子 １６   青木 省一・征子   ５ 

佐藤 義英 １８               山口 龍二・ミチ   ７ 

 坂内 康男 １８               米山キクエ・定夫   ９ 

 丸山  勝 ２６               丸山  勝・江利子 １０ 

 岡田 大介 ２７               丸山 正男・夏子  １１ 

山本   賢 ２９                今井 克義・房子  １４ 

             高森 武志・登茂子 １４                                        

             下村 啓治・宏子  １４                          

             浅野潤一郎・正子  １５                          

             羽賀 一真・麻美  １８                           

             石丸  進・咲子  ２３                                 

             駒形  实・隆子  ３０                          

 

私アレ、コレでタバコ止めました 

 
皆さん、ご無沙汰しております。幽霊会員の石丸です。 

私事で大変恐縮ですが。昨年の５月に脳梗塞の診断を受け、タバコ止めて１年５

ヶ月になります。私にとりましては大変な決意の禁煙でした。何せ１日８０本～

９０本位のヘビースモーカーだった訳ですから。この世の中の誰がタバコを止め

ても私には無理だと思っていましたが、いざお医者様に脅かされると急に気の小

さい自分が顔を出しビクビクしながらやっとの思いで禁煙しました。 

まず最初は今自分が吸っている本数を１６時間で割り算してみたら、１時間に５

本、１２分に１本吸っている計算になって自分でもびっくりして、それならばと

思いとりあえず３０分に１本にすれば３２本までは減らす事ができるんだと思い

ノートを買って毎日、朝起きた瞬間から夜寝るまで時間を入れてやってみました。

最初は３０分なんてアッという間と思ってバカにしてましたが何とやってみる

と、その３０分が長い事、長い事。２０分を経過した頃から他の事が頭に入らず、

ただひたすら１０分間時計の針を追って９分頃にはタバコを取り出し、もはや片

手にライターを準備している有様です。そこまで待って吸ったタバコはこれが又

うまい事、うまい事。今迄の２倍もの速さで吸ってしまいます。それだけに又、

待ち時間が長い理屈になる訳です。そして夜には、よく頑張った自分を称え、出

来るだけタバコの害をたくさん話して禁煙のメリットを沢山考えたり、普段は絶

対買わない少し高めの洋服を一着買ってみたり人生最大の戦いでした。そしたら

私の家内がお小遣いの使い道が減ったんだからと下着や靴下まで自分のお小遣い

で買わされる羽目になったら、やけに最近内のかみさん宛てに通販の届け物が多

いなあと感じるのは気のせいなのでしょうか。 

                                石丸 進  

 


